琉球、 首 里の 城の 大広間 は 朱の 唐様の 燭台に とりつ 

けて ある 無数の 五十 匁掛 の蠟燭 がまば ゆい 程 明るく 燃 

えて 昼の 様に あかるかった。 

まだ 敷いて から 間 もない と 思 はれる 銀べ りの 青畳が 

その 光に 反射して、 しき 通る やうな、 スガ/ ^しい 色 

合 を 見せて 居た。 慶長 十九 年。 内地で は 豊臣の 世が 徳 

川の 世と 変って 行かう として 居る 時であった。 首 里の 

名主と いはれ て 居る 謝 源 は 大広間の 上座に うちく つろ 

いで 座って 居た。 謝 源の すぐ 傍に 丞相の 郭光 はもう 大 

分 酩酊した やうに して 膝 をく づ して、 ひかへ て 居た。 

や、 下って 多くの 家来 達が グデ ングデ ンに 酔つ ばらつ 



ズッと 見廻した。 その 時の 彼の 眼に は、 もう 家来なん 

ぞは虫 けらの やうに 見えて、 しゃう がなかった。 フィ 

と 首 を 傾けて 外 を 眺めた。 暗い 晩であった。 まだ 月が 

出る に は 間が あるの か、 た y まっくらで 空と 大地との 

区別す らっかない 程であった。 彼 は その 空 を 見て 居る 

うちにもう、 その 空まで も 自分が 征服して しまった や 

うな 気がした。 勝った 者の 喜び"： 彼 は それ を 十二分 

に 味って 居た。 

ジ— と 暗い 空の 方 を 眺めて 居た。 彼 はフト 空の スグ 

低い 所に 気味の 悪い 程 大きな 星が まば た きもせ ず 黙 つ 

て 輝いて 居る の を 見た。 



「大きい 星 だナ」 彼 は 何気なく つぶやいた。 郭光は そ 

の 王の 独り ごと を 耳に 聞き はさんだ。 「どれ、 どれ、 ど 

こに その 星が …… 」 郭光 はお かしみ たっぷり にそう 言 

つた。 謝 源 は それ を 聞いて 微笑みながら、 だまって そ 

の 星の ある 方 を 指さした。 郭光は 「ゥ ム、 なな ー る 程 

これ ァ 大きい 星ぢ や。 何とい ふ星ぢ やらう。 うらめし 

そうに、 わしの 方 を 見て 居ります ナ。 王、 あれ ァ 石垣 

の、 やつらが くやしが つて あの 様に にらめて 居る ので 

御座らう」 ヒ ヨウ キン 者の 郭光は 妙な 口調で こういつ 

た。 そして その 星に 向って、 「ャィ /\ いくさに 負けて 

くやしいだ らう」 とや、 高声に 変な フシ をつ けて 叫ん 



だ。 謝 源 も、 これ を 聞いた 家来の 一 部の もの も、 あま 

リの ォカシ さに 笑 ひこけ てし まった。 その 瞬間 その 大 

きな 気味 の 悪 い 星が 不吉 を 予言す るか の やう にス ー ッ 

と 音 もな く 青白い 長い 尾を引きながら 暗の 中に 消えて 

しまったの は 誰も 知らなかった ことで ある。 謝 源と 郭 

光 は それから 一し きり、 いくさの 手柄 話に 花 を 咲かせ 

て 居た。 

その 時 一 人の 家来が あはた y しく 王の 前に 参り 

「た > 今 二人の 蘭人が これに 見えて、 王に 戦勝の 祝の 

品 を 持って来 たと 申して 居ます。 いか y とりはから ひ 

ませう か」 と 言った。 謝 源 は フト郭 光との 話 を 止めて 



上機嫌で r ァヽ そうか、 すぐ これへ」 と 口ば やに 言つ 

た。 家来 は 「承知 致しました」 と 急いで、 そこ を 去つ 

た。 

謝 源に は 二人の 蘭人と は 誰と 誰で あるか、 V わかって 

居た。 八 年 前に 謝 源が この 沖合で 難破した 蘭人の 二人 

を 家来の 救 ふて 来たの を、 世話して やった ことがあつ 

た。 キット その 蘭人が あれから 先づ 己の 国に 帰って 又 

日本に 来る 途中で 自分の 戦勝 を 聞き、 取り 敢 へず 祝の 

品 を 持 つて 来た の だら うと 思 つ た。 

彼 は その 蘭人の 恩 を 忘れぬ 美しい 心が 又とな く 嬉し 

く 思 はれた。 果して あの 蘭人であった。 二人 は あれ か 



らは 大分 老いて 見えた。 丈の 高い 方 はもう 頭に 白髪が 

十分 まじって 居た。 

肥えて 居た 方 はこと に衰 へて、 あの はち切れさ うだ 

つた 血色の ぃゝ 皮膚が、 今 はもう タブ タブして 居て、 

ガサ ガサした 感じさへ 与へ て 居た。 

二人 はめい めい 先年の 絶大な 恩 を 受けた こと、 及び 

この度の 戦勝の 祝 を くどくど しく 申し述べた。 謝 源 は 

絶えず ニコ/^ して それ を 聞いて 居た。 殊に 両人と も 

まだ 琉球 のことば を 忘れて 居な い で、 たやすく 思 ふ 

ま、 に 言 ふこと が 出来て 居た とい ふこと は 謝 源 を ムシ 

ャゥに 嬉しがらせた。 謝 源 は 二人の 言葉の 終る の を 待 



ち 遠し そうにして 「ァヽ よし/ \ 両人と も 大儀で あつ 

たナ」 と 言った。 彼の 得意 はもう その 絶頂に 達して 居 

た。 異人 種から 戦勝の 祝の ことば を 述べられる。 恐ら 

くそれ は 日本の 内地に でさ へ もなかった こと だったら 

、つ。 

もう 五十の 齢に も 及ばう として 居る 謝 源 も 前後 を 忘 

れて 「ァヽ 愉快 だリ」 と 叫びた くな つた 程であった。 

蘭人 はやが て 紫の 布に 包んだ 祝の 品 を 恭しく 差し出し 

た。 郭光 はこれ を 介して 謝 源に 渡した。 偉い と 言 はれ 

て も いくらか 原始的な 人種で ある 琉球 人た る 謝 源 は そ 

の 品 を 受け取って しまつてから は、 それ を 見たくて た 



まらなかった。 それ は 長い 軸物であった。 一体なんで 

あらう と 彼は考 へた。 南蛮の …… 兵法 …… そうでな け 

れば何 か 新ら しい 武器の 製法 …… 剣術の 法 …… を 書い 

たもの …… それとも 舶来の 絵 …… いろ/ \ と考 へて 見 

た。 

もう 彼 はこら へ 切れ なくなって、 両人に 「オイ ここ 

で 開いて 見ても い、 だら ぅナ」 と 言った。 勿論 両人 は 

それに 対して 異存が ある 害はなかった。 謝 源 は その 時 

は 全く 子供の やうに ハ シャギ ながら、 急いで それ を 開 

いて 見た のであった。 地図であった。 勿論 それ は 両人 

に 聞いて 始めて 世界の 地図 だとい ふこと を 知った の だ。 



謝 源 は 全く それ を 珍ら しがった。 彼 はこの 地図の 中 

に 自分の 国 も 亦 今 自分の 占領した 石垣 島 も あるの だと 

いふ こと を 思 ひ ついた。 

そう 思 ひ つ いた 以上 は 彼 は それが どんな 風に この 地 

図に 記入され て あるか を 知りたくて しゃう がなかった _ 

謝 源 は その 地図 を 蘭人に 示して 「も そっと、 前に 進ん 

で これ を 説明して 呉れぬ か」 と 言った。 両人 は 静かに 

前に 進んで 行った。 謝 源 は 地図 を 下に 置いて 蘭人の 説 

明 を 待った。 丈の 高い 方の 蘭人 はス ラスラ 説明 をして 

行った。 「この 青い 所 は 海で …… このと び 色 をして 居 

る 所が 山で 御座います。 この 地図 は 上の 方 は 北で、 下 



の 方 は 南 …… 」 謝 源 はそんな こと はどうで もよ かった _ 

早く 自分の 領土が どこに あるか を 知りたくて たまらな 

かった。 丈の 高い 蘭人 は 尚 説明 をし 続けて 行った。 

「この 北方の 大きな 国 は 夜 国と 申します。 夜ば かリ続 

くそう です。 その チヨ ッと 下の 大きな 所 は ガル シャと 

申します。 ズ ー ッ とこつ ちに 来まして この 広い 島はメ 

リ カンと 申します …… 」 謝 源 は 可成 失望 をして しまつ 

た。 目 ぼしい 大きい 国 は 皆 名 さへ 聞いた ことのな いも 

のば かりであった からだ。 それでも 彼 は 細いながら も 

望み を もって 居た。 とうとう 「ヨシ ヨシ。 して、 わし 

の 領土 は 一 体 ど こぢや」 と 聞いて しまった。 謝 源 はや 



がて 蘭人が 指さして 呉れる 大きな 国 を 想像して 居た。 

蘭人 は 少し ためらって 居た。 謝 源 はせ きこんで 「ゥン 

一体 ど こぢや」 と 言った。 二人の 蘭人 は 互に 顔 を 見合 

せ て 何事 かうな づ き 合って 居た が、 やがて 太った 方の 

蘭人が さも 当惑した やうに して 「サ ァ、 チ ヨット 見つ 

かりません やうです、 この 地図 は 大きい 国ば かり を 書 

いた ものです から、 あまり 名の 知れて ない、 こまかい 

国 は 記入して ないか も 知れません、 現に これに は 日本 

さへ あるかな しの やうに、 小さく 書かれて 居ます から 

…… 」 とモ ヂモヂ しながら 言った。 

謝 源 は 「何ッ n:」 とたった 一 こと 低い が 併し 鋭く 叫 



タマ 恐ろし さの 為に 震って ばかり 居た。 そして 「ハイ 

日本 さへ もこの やうに 小さく 出て るんで すから」 とや 

つ と 青くな りながら 言 つ た。 

謝 源 はもう だまって 居る ことが 出来 なくなった。 そ 

して 妙に フ ラフラに なって 「郭 光"： 酒 だ"：」 といつ 

た。 郭光は あまりの ことに ボン ャリ して 「ハツ」 と 答 

へたが 別に 酒 をつ いで やらう ともしなかった。 「酒 だ 

とい ふに"：」 郭光 はこの 二度目の 呼び声に ハツと 気が 

つき 謝 源の グッと 差し出した 大杯に 少しく 酒 を 注いだ。 

謝 源 は ガブと 一 口 飲んだ。 濁酒の 面に は蠟燭 の焰が 

チラ ホラとう つって 居た。 実際 それ は 彼に とって は 火 



を 飲む やうに 苦しかった。 

謝 源 は 「ゥ ー ム」 とうな つた。 ホン トに彼 は 今の所 

では 唸る より ほかに、 すべがなかった ので あらう。 血 

ばし つた まなこで 蘭人 を ヂッと にらめつ けて 居た。 大 

広間の 酔ぱら つて 居る 家来 も 流石に 王の y J の 様子に 気 

づ いたの か 急に ヒッ ソリ となった。 殺気に 満ちた 静け 

さが 長く つ くいた。 や、 あって 謝 源 は 何と 思った か 丈 

の 高い 方の 蘭人に 彼の 大杯 をグ イツと 差しの ベて 「飲 

んで 見ろ」 と 言った。 そして 郭 光に 眼で ついで やれと 

言 ひつけた。 その 蘭人 はさす がに 狼狽した。 そして 

「失礼で ございませ うが、 私 は 日本の 酒 は 飲めな いん 



時に なって 表 はれた と、 いっても い、 程であった。 

や、 あって 謝 源 は ニョッ キリと つつ 立った ま、 「恩 知 

らずッ 馬鹿 ッ たわけめ ッ」 と あらゆる 罵声 を 首の ない 

二人の 死骸に あびせ かけて 居た。 もう 酒宴 どころ の 騒 

ぎではなかった。 家来 はた y あはて、 ふためいて 居る 

ばかりであった。 や、 あって 謝 源の 心 は 少しく 落ちつ 

いて 来た。 彼 は 力なげ に 外 を ながめた。 

月が 出た のか それら は 一面に 白く あかるかった。 夜 

露に しめった 秋草の 葉 は 月の 光で 青白く キラ キラ 光つ 

て 居た。 

虫の 声 さへ 聞え て 居た。 



は 言 ふまで もない ことで ある。 併し 謝 源 は 少しも 残念 

がる 様子 もな く 或 夜コッ ソリと 一 そうの 小舟で 首 里 か 

ら のがれて 行った。 どこに 行った か 一人 も 知って 居る 

ものがなかった。 

た y 数ケ月の 後、 石垣 島の 王の やしきの 隅に その 頃 

日本で は、 なかなか 得る ことの 出来なかった 世界の 地 

図が 落ちて あるの を 家来の 一 人が 発見した。 誰が どん 

な 理由で 持って来て ここの やしきの 中に 投げ こんで 行 

つたの か 無論 わからなかった。 そして その 地図の 所々 

に 薄い 血痕の やうな ものが 付いて 居た。 石垣 島の 王 は 

それ を、 たいへん 珍ら しがって 保存して 置いた ことで 
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